
し
ま
せ
ん
。

　

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方

法・回
数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
実
施
医
療
機
関　

市
が
委
託
し

　

た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　

す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　

合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
年
齢

　

生
後
３
カ
月
〜
90
カ
月

▽
接
種
方
法　

20
日
か
ら
56
日
ま

　
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回
接
種
。

※
追
加
接
種
（
４
回
目
）
に
つ
い

　

て
は
、
初
回
接
種
終
了
後
６
カ

　
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種
。

▽
料
金　

無
料

▽
持
参
す
る
物　

母
子
健
康
手　

帳
、
健
康
保
険
証
ま
た
は
小
児　

医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
本
人　

確
認
の
た
め
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
窓
口
に
あ

　

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２ 

 

人
権
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

 

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
は
、
今
年
で
64
回
を

迎
え
ま
す
。「
み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀
〜
考
え
よ
う　

相
手

　

毎
年
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら
人
権

デ
ー
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
広
く
国
民
の
皆
さ

〇女性の人権を守ろう

〇子どもの人権を守ろう

〇高齢者を大切にする心を育てよう

〇障害のある人の自立と社会参加を進めよう

〇部落差別をなくそう

〇アイヌの人々に対する理解を深めよう

〇外国人の人権を尊重しよう

〇ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する

　偏見をなくそう

〇刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう

〇犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう

〇インターネットを悪用した人権侵害はやめよう

〇北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認

　識を深めよう

〇ホームレスに対する偏見をなくそう

〇性的指向を理由とする差別をなくそう

〇性同一性障害を理由とする差別をなくそう

〇人身取引をなくそう

〇東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

※12月10日（月）から16日（日）は「北

　朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。拉致問

　題をはじめとする北朝鮮当局による人権侵

　害問題への対処が国際社会を挙げて取り組

　むべき課題とされる中、わたしたちも関心

　と認識を深めていくことが大切です。

第 64回人権週間強調事項

の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や

り
の
心
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
左
記
の
17
項
目
の
強
調
事

項
を
定
め
て
、
全
国
的
に
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

☎
０
８
６
９-

６
４-

２
７
７
０

 

始
ま
り
ま
し
た

 

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
　

　

11
月
か
ら
、
４
種
混
合
（
ジ
フ

テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・

不
活
化
ポ
リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
予
防
接
種
に
加
わ
り
、
年
中
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
４
種
混
合
の
導
入
前

に
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回

以
上
接
種
し
て
い
る
人
は
、
原
則

と
し
て
、
最
初
に
使
用
し
た
ワ
ク

チ
ン
を
最
後
ま
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

　

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
併
用
は

可
能
で
す
が
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
単
独
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
回
数

管
理
が
複
雑
化
す
る
た
め
お
勧
め

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

・
弁
天
団
地

　

牛
窓
町
長
浜
６
８
８
０-

５
７

　

簡
耐
２
階
建

▽
規
格　

３
D
K

▽
戸
数　

１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

平
成
25
年
１
月
４

　

日
（
金
）

▽
申
込
受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

 

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

 

障
害
児
福
祉
年
金　

　

次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人

で
、
平
成
24
年
度
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
平
成
25
年
１
月
31

日
（
木
）
ま
で
に
福
祉
課
、
牛
窓

支
所
、
保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
、

裳
掛
出
張
所
の
い
ず
れ
か
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　

平
成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
24
年
４
月
１

日
以
前
に
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

　

所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
申
請
手
続
き
に
必
要
な
物

　

・
印
鑑

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

・
本
人
名
義
の
通
帳

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

 

第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
の
治
療

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
交
通
事
故
や
損
害
事
件
な

ど
、
第
三
者
（
相
手
）
の
行
為
に

よ
り
け
が
を
し
た
場
合
で
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
に
よ

る
届
出
が
必
要
で
す
。

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
場
合
は
速
や
か
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
自
損

事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
で
も
同

様
に
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
窓
口　

市
民
課
、
牛
窓
支

　

所
、
長
船
支
所
、
裳
掛
出
張
所

▽
持
参
す
る
物　

国
民
健
康
保
険

　

証
、
印
鑑
、
事
故
証
明
書
（
交

　

通
事
故
の
場
合
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

過
去
に
滞
納
や
免
除
期
間
が
あ

る
人
も
、
年
末
ま
で
に
保
険
料
を

支
払
え
ば
、
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
ら
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
に

つ
い
て
の
不
明
な
点
は
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間

　

・
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の
場

　

合
は
火
曜
日
）
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
７
時

　

・
火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０- 

０
７
０- 

１
１
７

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
の
場
合

　

☎
０
３- 

６
７
０
０- 

１
１
３
０

89




